
展示設計概要書

（仮称）お茶と宇治のまち歴史公園整備運営事業

添付資料
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①シンボルツリー

②宇治茶って
どんなお茶？

③宇治茶物語

④今日の茶づくり

⑥宇治茶トリビア

⑤お茶の解剖

③平安時代
の宇治

⑤太閤堤と
まちづくり

⑦宇治ペディア

②記紀にも
登場する宇治

①シンボル展示

⑥名所図会に
見る宇治

④宇治橋を
めぐる戦い

B歴史ゾーン

IN

OUT
受付

Aお茶ゾーン

A.お茶ゾーン
（宇治茶について学ぶ）

①シンボル
ツリー

・宇治茶の概要や今日に至るまでの歴史を紹介し、宇治茶が高品質なブランドを保っている理由を理解してもらう。
・お茶とその文化に親しんでもらうため、様々な切り口でお茶の魅力を紹介する。

ガイダンス
ゾーン

宇治茶ギャラリー
周遊ガイダンス
体験コーナー
カフェ/ショップなど

①シンボル
展示

②記紀にも
登場する宇治

③平安時代
の宇治

④宇治橋を
めぐる戦い

⑤太閤堤と
まちづくり

⑥名所図会に
見る宇治

B.歴史ゾーン
（宇治について学ぶ）

・現代にも息づく宇治の歴史や文化をトピック展示として紹介、周遊観光にもつなげるしくみとする。
・体験や没入感ある映像シアターで楽しみながら宇治の歴史と文化を学ぶ。

⑦宇治ペディア

ＩＮ

ＯＵＴ

②宇治茶って
どんなお茶？

③宇治茶物語 ④今日の
茶づくり

⑤お茶の解剖 ⑥宇治茶
トリビア

展示構成の考え方

③平安時代の宇治

⑤太閤堤とまちづくり

⑦宇治ペディア

②記紀にも登場する宇治

①シンボル展示

⑥名所図会に見る宇治

④宇治橋をめぐる戦い

●歴史ゾーン

菟道稚郎子について紹介し、記紀の時代から歴史に登場する
ことを伝える。(宇治神社、宇治上神社も紹介)

幾度も合戦の舞台になった「宇治橋」に焦点を当てた
歴史を紹介。

平安時代に藤原氏によって宇治が「極楽浄土」として整備されて
いったことを紹介する。

太閤堤が整備された目的とその様子、発掘の歴史について映
像で紹介する。

近世における宇治が既に観光地として発展していたことを伝え、
今日につながる観光名所を名所図会とともに紹介する。

宇治の歴史や観光にまつわるあらゆるトピックを紹介する。
来館記念の写真を撮れるフォトスポットを設置する。

歴史展示の導入として巨大10円玉を配置。来館者の意識の
切り替えを行うとともに、今日の平等院との違いについても伝える

①シンボルツリー

②宇治茶ってどんなお茶？

③宇治茶物語

④今日の茶づくり

⑤お茶の解剖

展示室への導入として、お茶の木を象徴的に展示。同時に
壁面にお茶にまつわる様々なシーンを投影。

宇治茶の概要を歴史とともに伝えることにより、
宇治のお茶づくりが日本全国に広まったことを伝える。
お茶の種類は歴史とも関わりがあることを伝える。

宇治での茶づくりはいつ始まり、どのようにブランド茶として確
立したのかを歴史を追って紹介する映像。
壁面ではお茶壷道中や製茶道具の解説を行い、江戸時代
には既に宇治茶がブランドとして確立していたことや、製茶に
おける手間などを感じてもらう。

今日では作業の一部が機械化されていることを伝えるとともに、
宇治では現在でも本ずを用いた覆下栽培や手もみ製法など、
お茶の味・香などの品質を保つために手間を掛けたお茶づくり
が行われていることを伝える。

お茶を科学的に解剖。色や味、香り、成分、効能等、何気
なく感じているものを分析し、宇治茶の秘密に迫る。

⑥宇治茶トリビア

お茶の淹れ方や飲用以外のお茶の利用方法について紹介。
お茶を使ったことわざ、広告・アートなどお茶にまつわる様々な
モノ・コト、文化を紹介する。
・宇治の生活とお茶の密接な関係を紹介する。

●お茶ゾーン

宇治茶を中心とした宇治の歴史文化を紹介。
宇治の魅力を伝える展示とします。

• ２大テーマである「宇治茶」と「宇治の歴史文化」の２つの
ゾーンで空間を構成する。

• 「お茶のまち・宇治」のイメージを最初に掴んでもらうため
に、まずお茶ゾーンで「宇治茶」の概要やその価値、魅力
について紹介する。

• 歴史ゾーンでは、「平安時代」「宇治橋」などの観光客に
も馴染み深いものや、現代のまちとの関係が深いものを
紹介し展示観覧後の周遊につなげるしくみとします。
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■ゾーニング動線図
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記紀



宇治茶ってどんなお茶？

宇治茶物語

宇治茶物語

今日の茶づくり

お茶の栽培

お茶が出来るまで

宇治茶トリビア

お茶の解剖

太閤堤と
まちづくり

宇治ペディア

製茶体験

宇治茶手もみ
製茶技術記紀にも

登場する宇治

シンボル
展示

名所図会に
見る宇治

平安時代の宇治

宇治橋をめぐる戦い

宇治歴史絵巻

B歴史ゾーン

IN

OUT
受付

Aお茶ゾーン

全体イメージ
お茶ゾーンイメージ

のれんグラフィック

宇治茶物語

木格子

製茶図と製茶道具

「茶」ベンチ

高い天井を活かし明るく開放的な空間とします。

茶櫃棚

高い天井を活用したグラフィックバナー
宇治七茗園の名称等表示しシンボリックに演出

整然と並んだ木格子が空間を整えると共に
木の表情が空間を柔らげます。

歴史ゾーンイメージ

空間を紗幕バナーを用いた曲線で構成し「朝霧」が浮かぶ宇治川を表現。
幻想的な空間とします

シンボルツリー
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お茶壺道中

製茶図と製茶道具



シンボルツリー（お茶の木を象徴的に展示）

壁面映像（お茶のある風景）

●シンボルツリー
・展示室への導入としてお茶の木を象徴的に展示し、背景に宇治らしいお茶のある風景を次々に投影する。
・展示への期待感を高めつつ、「宇治らしさ」を演出する。

・シンボルツリーイメージ

■お茶ゾーン展示展開イメージ

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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５～10秒程度の間隔でお茶のある風景などの映像を次々に投影する。

参道



●宇治茶ってどんなお茶？
・宇治茶の概要を歴史とともに伝えることにより、宇治で作られたお茶が日本全国に広まっていったことを伝える。
・お茶の種類は歴史とも関わりがあることを伝える。

宇治茶とは（グラフィック）

・宇治茶ってどんなお茶？イメージ

お茶の種類（実物展示）
実際の茶葉に触れて
においを嗅ぐことが可能

■お茶ゾーン展示展開イメージ

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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宇治茶の歴史（グラフィック）

宇治茶とは
・「宇治茶の概要」「宇治茶が作られる地域」「お茶づくりに適した地形」「お茶の種類」を

グラフィックで紹介。
・「お茶の種類」では、お茶はすべて１種類の木から作られ、

製造方法によって異なるお茶となることを実物の茶葉を合わせて展示して紹介する。

宇治茶の歴史
・宇治でお茶が栽培されるようになってから今日に至るまでの歴史をグラフィックで紹介。
・年表形式の解説だけでなく、時代ごとの重要トピックを大きくとりあげて写真とともに

解説することで、宇治茶がどのようにブランド形成されてきたのか、お茶の歴史において
どれだけ重要な役割を担っていたのかを伝える。

宇治茶の定義は商標登録されたものを使用。(地域団体商標 登録第5050328号 宇治茶)

【主要トピックイメージ】

鎌倉時代 栄西が『喫茶養生記』を発表
明恵が栂尾で茶の栽培を開始
その後宇治にも茶の栽培を伝え、宇治茶の歴史が始まる。
闘茶の流行

室町時代 将軍の庇護を受け発展。
「無上」「別儀」という初期ブランド茶が誕生
宇治七茗園の成立
宇治市に覆下茶園が出現（日本固有の抹茶の誕生）

安土桃山時代 豊臣秀吉 宇治郷に対して「禁制」をだし、その特権を認める

江戸初期 お茶壷道中が制度化される
江戸中期 永谷宗円が宇治製法（青製煎茶製法）を発明

江戸で流行し全国に宇治茶製法が拡がる

江戸後期 玉露の誕生 覆下栽培の拡大



お茶壷道中模型

映像（壁面）

茶のベンチ

●宇治茶物語
・宇治での茶づくりはいつ始まり、どのようにブランド茶として確立したのかを歴史を追って紹介。
・映像と音を中心にした没入感のある映像とする。
・お茶壷道中や製茶図と製茶道具の解説を壁面で行い、江戸時代に宇治茶が既にブランドとして確立していたことや、製茶における手間などを感じてもらう。

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。

御茶壺之巻グラフィック
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明治期の製茶図(壁面)

製茶道具(実物)



・宇治での茶づくりはいつ始まり、どのようにブランド茶として確立したのかを歴史を追って紹介。
・「御茶壺之巻」「製茶図」「日本山海名物図会」などを活用しながら、 ダイナミックな3ＤCG映像と音を中心にした没入感のある映像とする。

●コンテンツ展開案

・宇治茶物語

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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・お茶壷道中

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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お茶壷道中の様子を描いた「御茶壺之巻」を元に、お茶壷道中について紹介。
お茶壷を運ぶ籠の模型を設置し、写真スポットとする。

４枚の製茶図（明治期）を紹介

・製茶図と製茶道具
明治期の製茶図と製茶道具を展示。
当時の製茶の様子と製茶道具をゆっくり見比べられるようにする。

お茶壷道中模型

御茶壷之巻

御茶壺之巻解説

製茶道具展示

製茶図グラフィック背景グラフィック
御茶壺之巻等身大グラフィック

書割パネル
グラフィック



●今日の茶づくり

・今日では作業の一部が機械化されていることを伝えるとともに、
宇治では現在でも本ずを用いた覆下栽培や手もみ製法など、お茶の味・香などの品質を保つために手間を掛けたお茶づくりが行われていることを伝える。

お茶が出来るまで

お茶の栽培

・宇治茶手もみ製茶技術の紹介
（映像＋焙炉模型）

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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・お茶の栽培
・お茶の栽培方法として「露天園」「覆下園」を紹介し、宇治ならではの栽培や特徴を理解してもらう。
・宇治で作られる玉露や碾茶は覆下園での栽培を行った上で手摘みで茶摘みをするという手間をかけ栽培していることを伝える。

覆下園模型 露天園模型 お茶の芽模型

グラフィック

映像

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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映像映像



・お茶の栽培

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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・お茶の栽培方法として「露天園」「覆下園」を紹介し、宇治ならではの栽培や特徴を理解してもらう。
・宇治で作られる玉露や碾茶は覆下園での栽培を行った上で手摘みで茶摘みをするという手間をかけ栽培していることを伝える。



・お茶が出来るまで
・玉露・煎茶と碾茶（抹茶）が出来るまでをグラフィックと映像で紹介し、それぞれの製法の違いを知る。

また、宇治茶手もみ製茶技術（京都府指定無形文化財）も紹介。比較して見ることで手もみの工程がそのまま機械化されていることを理解する。

グラフィック

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。

プロジェクタで投影

壁面にタッチするとアニメーションが動く
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●センターの前に立つとコンテンツがスタート。プロジェクターで壁面に映像が投影される



・宇治茶手もみ製茶技術(映像)
・京都府指定無形文化遺産である「宇治茶手もみ製茶技術」を映像で紹介。
・どれだけの手間をかけて作られているのかを追うことで、宇治茶ブランドの理由を改めて実感してもらう。

焙炉模型と映像による手もみ製法を紹介

モニター（映像）
正面、天板２面で構成

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。

焙炉模型
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宇治茶手もみ製茶技術（京都府指定無形文化財）

映像は４分程度。ナレーションあり。日英字幕を想定。



・お茶にかかわる人々(グラフィック)
・お茶が消費者のもとに届くまでには、茶農家だけではなく茶商、茶屋などさまざまな人々が関わっている。
・各工程ごとに代表となる方をとりあげ、その仕事について紹介する。

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。

15

壁面グラフィック

・茶農家の仕事
・茶商の仕事
・茶屋の仕事 など３種類程度を想定。

それぞれ写真つきで解説を行う。

【茶農家イメージ】

本簀覆下栽培農家の、手間を惜しまない茶づくりへの想いを伝えるブレンド技術の難しさと理想の茶づくり、未来の作り手への想いを語るお茶と飲み手に寄り添い、宇治橋を渡る人々にお茶の素晴
らしさを伝えます。

【茶商イメージ】【茶屋イメージ】



●宇治茶トリビア

●お茶の解剖
・お茶を科学的に解剖。色や味、香り、成分、効能等、何気なく感じているものを分析し、宇治茶の秘密に迫る。

・宇治茶とお茶の歴史に関することなどを、茶櫃をモチーフにしためくりパネルや引き出し展示として紹介する。

お茶の解剖
（グラフィック）宇治茶トリビア

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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移り変わっていく宇治茶の歴史的変遷を映像で伝えるとともに、
宇治茶が喫茶

●お茶の解剖
・お茶を科学的に解剖。色や味、香り、成分、効能等、何気なく感じているものを分析し、宇治茶の秘密に迫る。

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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お茶のさまざまな要素を
分解して紹介

・参考

・「色」「味」「香り」「温度」「成分」「お茶と健康」など、
いくつかの項目に分けて、お茶の成分とその効能について解説。

・なるべくグラフィックでわかりやすく紹介し、お茶は健康にいいことを知ってもらう。

・参考イメージ

Discover Japan_TRAVEL お茶の京都 より



打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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●宇治茶トリビア
・宇治茶とお茶の歴史に関することなどを、茶櫃をモチーフにしためくりパネルや引き出し展示として紹介する。

・上段は造作、中段はめくりパネル、下段は引き出し式など、高さに応じて展開方法を変える。
・めくった先に模型や映像を展開することで、楽しみながらお茶について学んでもらう。

■トリビア項目案 ■イメージ



●宇治茶トリビア展示例

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。

・お茶が出来るまで

お茶の淹れ方を映像で紹介

・蛇口からお茶が出る？

宇治の小学校に設置されているお茶飲み場を紹介

・植物としてのお茶

植物としてのチャノキについて紹介

・宇治の茶摘み歌

宇治の茶摘み歌を紹介

・お茶壺道中

お茶壷道中の様子とその関連事項について紹介

・絵ハガキに描かれた茶づくり

明治時代の絵ハガキから当時の様子を紹介 各種ことわざを紹介する引き出し展示

・お茶にまつわることわざ
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■歴史ゾーン展示展開イメージ

シンボル展示
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●記紀にも登場する宇治

●シンボル展示
・歴史展示の導入として巨大な10円玉を設置し、来館者の意識の切り替えを行う。

・菟道稚郎子の伝説を宇治の地名の由来などとともに伝え、宇治神社、宇治上神社、菟道稚郎子の墓などの関連史跡も合わせて紹介する。

●平安時代の宇治
・平安時代、宇治は貴族の別業都市となり独自の文化を花開かせたことを伝えるとともに、宇治川を基軸とした当時の街づくりについても紹介する。

●宇治橋をめぐる戦い
・交通の要所であった宇治橋は度々争いの舞台になったことから、宇治橋をめぐる戦いと宇治橋にまつわる物語を紹介する。

記紀にも登場する宇治
(グラフィック)

平安時代の宇治
(グラフィック)

宇治橋をめぐる戦い
(グラフィック)

平安時代の宇治
映像コンテンツ
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・宇治の街 今昔
・今と昔の宇治市の地図を重ねて表示し、切り替えられるようにすることで、 平安時代から受け継がれる宇治の街並みや文化を感じ、宇治の歴史の重層性を学ぶコンテンツ。
・地図上に何か所か360°周囲を見渡せるスポットを設けることで、実際の街と現代の街を見比べながら閲覧できるようにする。

●平安時代の宇治

宇治の街 今昔
(タッチパネル)

道
タッチパネルの操作で平安時代からの
道や中世、近世、現代の道を表示

参考 宇治市歴史的風致維持向上計画

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。



名所図シアター

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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●名所図会に見る宇治

●太閤堤とまちづくり
・「太閤堤はなぜ必要だったのか？」「どうやって作ったのか？」「昔と今でどんな変遷を経てきたのか？」などを映像とグラフィックで解説。
・ 太閤堤についての疑問や謎に「太閤秀吉」が答えていくことで、太閤堤が整備された目的と、その発掘の歴史をわかりやすく伝える。

・江戸時代の宇治について紹介するとともに、名所図を元にしたコンテンツで周遊観光を促す。
・「宇治ペディア」とも連動したコンテンツとし、宇治ペディアで紹介する場所についても四季折々の美しさや祭礼の様子などを映像で伝える。

太閤堤とまちづくり



●太閤堤とまちづくり
・「太閤堤はなぜ必要だったのか？」「どうやって作ったのか？」「昔と今でどんな変遷を経てきたのか？」などを映像とグラフィックで解説。
・ 太閤堤についての疑問や謎に「太閤秀吉」が答えていくことで、太閤堤が整備された目的と、その発掘の歴史をわかりやすく伝える。

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。

・正面映像イメージ
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正面映像（モニタ）

地図グラフィック
太閤堤と宇治川の変化を解説

参考 宇治市歴史的風致維持向上計画※屋外の史跡を合わせて紹介する



●名所図会に見る宇治

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。

・日本の歴史上、重要な舞台となった宇治。様々な時代でどんな出来事が起きたのか。 歴史の重要性を伝えるとともに、各所に訪れてもらえるよう興味をうながす映像コンテンツ。

・現代に残る名所図会をベースとして展開。名所図会に描かれた土地にまつわる歴史とその周辺の観光名所を実写映像とナレーションで紹介。
・「宇治ペディア」とも連動したコンテンツとし、宇治ペディアで紹介する場所についても四季折々の美しさや祭礼の様子などを映像で伝える。
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壁面映像 壁面映像

名所図会の紹介 現在の様子を美しい映像で紹介

鵜飼、十三重石塔などを紹介



●名所図会に見る宇治

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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頼道

・現代の宇治をモチーフとした新名所図を作成し、待機映像とする。
イラストに動きをつけ、アニメーションとして展開する。

新名所図イメージ



●宇治ペディア

・宇治の歴史や観光にまつわる様々な情報や観光名所などをグラフィックで紹介、宇治を深くしってもらうコーナーとする。
・企画展示コーナーとして、入替可能な展示ケースを設置する。

壁面グラフィックで展開

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。

26

■イメージ ■トピック案



●宇治ペディア

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。
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・トリックフォト
・画像合成技術を使用した記念撮影スポットを設置。
・ドローンで撮影した上空からのアングルなど、自分たちでは撮影できないアングルで記念写真が撮影できるトリックフォトコーナーとする。

■トリックフォト展開イメージ

・宇治歴史年表

・展示室の出口に歴史年表を設置。
・展示室で学んだ歴史の流れを最後に確認できるようにする。

① トリックフォトの上に立つ

② カメラで写した画像は常に確認モニターに表示される

③ ポーズなどを確認し、スタートスイッチを押す

④ スイッチを押して5カウント後に撮影
・撮影された画像は15秒間、確認モニターに表示
・ＱＲコードを表示してスマホにダウンロードが可能

⑤ 撮影済みの画像は1日分をストック
待機中にランダム表示
・閉館時にデータが削除される



●周遊ガイダンス

・タッチパネルディスプレイで周辺情報を手軽に調べることでき、 気になった情報や実際に行ってみたい場所の情報を、来訪者自身のスマートフォンに手軽に保存ができる。
・来訪者は自身のスマートフォンを使って、あとからでもスポット情報や行き方などを確認できる。

打合せ資料につき版権未処理のため画像の取り扱いはご注意ください。

■ガイダンスゾーン
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十三重塔 三の間 大吉山 亀石

興聖寺 橋寺 縣神社

■紹介スポット案
徒歩による宇治周遊の範囲内で、いわゆる著名観光スポット以外も紹介し周遊観光を促進する。


